














本研究では、人間の 3 次元奥行き知覚（3D 知覚）について研究を行った。一般に人間は、いく
つかの奥行き手がかりを使って外界の 3 次元印象を得ていると考えられている。この奥行き手が
かりの 1 つとして両眼視差が知られている。両眼視差とは外界の 3 次元対象が作り出す左右網膜
像の“ずれ”のことである。両眼視差から生まれる奥行きは両眼立体視（stereopsis）、あるいは
立体視的 3 次元（stereoscopic three dimensional, s3D）知覚と呼ばれている。脳はこのずれを
検出し 3 次元印象を作り出していることになる。理論的には、s3D 知覚は人間が生き延びるため
に進化の過程で脳が獲得した脳の奥行きの計算方法だと考えることができ、そのメカニズムを解















本研究の目的は 3 つあった。1 番目の目的は奥行き減少現象を確認することであり、2 番目の目
的は奥行き減少現象にどの要因が効果的に働いているかを調べることであった。3 番目の目的は、
計算機モデルを使って奥行き減少現象の説明を試みることであった。これらの目的のために本研
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いる。この点は AR (Augmented Reality)(拡張現実)などの研究において複数の面を同時に提示す
るときには、必ずしも幾何学的な位置と一致しないという報告と一致する。本研究によって奥行
き減少現象の解明が進めば、より人間の知覚と一致した AR 世界が作り出せる可能性がある。 
